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　平成３０年９月定例議会は、９月５日から９月２１日までの１７日間の日

程で開催されました。

　今定例会は、平成２９年度の一般会計歳入歳出決算認定、特別会計決算及

び公営企業会計決算認定の計９件をはじめとして、平成３０年度補正予算３

件、人事案件１件、その他３件の審議を行い、原案のとおり、認定、可決、

同意しました。

　また、陳情１件につきましては、継続審査となりました。

９
月
定
例
会
の

　
　
あ
ら
ま
し

９
月
定
例
会
の

　
　
あ
ら
ま
し

平成29年度一般会計決算

歳 出歳 入

町税
　779,856
　　12.4%

繰入金
391,775
6.2%

分担金
負担金
68,667
1.1%

繰越金
64,660
1.0%

その他１
635,733
10.1%

地方交付税
2,389,262　37.9%

依存財源
4,369,619　69.2%

町債
498,030
7.9%

国庫支出金
592,954
9.4%

県支出金
627,863
9.9%

地方
譲与税
76,970
1.2%

その他２
26,899
0.4%

議会費
72,908
1.2%

総務費
1,442,821
23.3%

民生費
1,655,683
26.7%衛生費

585,355
9.5%

労働費
0

0.0%

農林水産業費
592,708
9.6%

商工費
209,362
3.4%

土木費
448,761
7.3%

消防費
45,524
0.7%

災害復旧費
20,014
0.3% 公債費

628,457
10.2%

教育費
426,800
6.9%

諸支出金
61,360
1.0%

地方消費税
交付金
157,641
2.5%

自主財源

　　　1,940,691

　　　　　30.8% 歳　出
6,189,753

千円

歳　入
6,310,310

千円

（単位：千円）（単位：千円）

　平成２９年度決算の歳入総額は６３億１，０３１万２１２円で、前年度と比較して９，９

６４万３，５２５円（１．６％）の減、歳出総額は６１億８，９７５万３，１９３円で、前

年度と比較して１億５５４万６８９円（１．７％）の減となりました。

　翌年度へ繰り越すべき財源は２，１９６万３，０００円で、実質収支額は９，８５９万４，０

００円、このうち５，０００万円を財政調整基金に積み立てます。

区　　分

高原町住宅新築資金等貸付事業

高原町農業集落排水事業

高原町国民健康保険

高原町後期高齢者医療

高原町工業用水道事業会計

保険事業勘定高原町

介護保険事業 サービス事業勘定

11,868,126

26,680,832

1,754,509,382

311,012,703

2,048,502

1,201,669,833

4,428,877

11,854,562

24,618,682

1,673,452,672

305,202,871

2,048,502

1,151,209,605

4,189,632

13,564

2,062,150

81,056,710

5,809,832

0

50,460,228

239,245

歳　　入

（単位：円）

※工業用水道事業会計については、資本的収入及び支出の決算額

各特別会計と工業用水道事業会計決算

歳　　出 差引残額
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○企画費

　   地域交通機関運行維持対策事業

　　　乗合タクシー　　　４路線　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８５万９，１００円

　　　廃止路線代替バス　２路線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７４２万円

　　定住促進住宅整備事業荒迫地区　宅地造成工事他　　　　　　　　　５６３万２，９３４円

○環境衛生費

　   浄化槽設置整備事業　　　　　　　６６基　　　　　　　　　　　　　１，８３６万４千円

　　単独浄化槽・汲み取り撤去費助成　３０基　　　　　　　　　　　　　　　　　２７０万円

○農道整備費

　   県単独土地改良事業農道整備（木場谷地区　１号線　Ｌ＝２１３ｍ）　　　７８５万５千円

　　　　　　　　　　　　　　　（木場谷地区　２号線　Ｌ＝２１３ｍ）　　　６２５万７千円

　　農地耕作条件改善事業（湯之元地区　１工区　Ｌ＝３６０ｍ）　　　　　　７５２万４千円

　　　　　　　　　　　　（湯之元地区　２工区　Ｌ＝２５０ｍ）　　　　　　　　５００万円

○土地改良費

　   県単独土地改良事業　かんがい排水（大迫地区　１工区　Ｌ＝１２ｍ）　　２６３万３千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大迫地区　２工区　Ｌ＝３４ｍ）　　８３６万７千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広原地区　Ｌ＝１５０ｍ）　　　　　　　８７０万円

　
○道路維持費

　   町道維持補修等

　　　道路排水事業（単独）（越・瀬口線　Ｌ＝２０ｍ）測量設計委託費　　　２８０万８千円

　　　　　　　　　　　　　（越・瀬口線　Ｌ＝２０ｍ）排水工事費　　　　　１，７００万円

　　　道路舗装事業（単独）（祓川・湯之元線他３路線　Ｌ＝１，８９２．８ｍ） 　７３８万９千円

　　　道路補修事業　　　　（井手上・入佐線　Ｌ＝１，３００ｍ）　　　３，２２１万９千円

　　　　　　　　　　　　　（祓川・旭台線　Ｌ＝５００ｍ）　　　　　　３，９８７万８千円

　　　橋梁補修事業　　　　　並木・狭野線（下川原橋）　　　　　　　　１，２３６万４千円

　　　　　　　　　　　　　　祓川・旭台線（水源地橋）　　　　　　　　１，１３０万５千円

　　　　　　　　　　　　　　祓川・旭台線（神武大橋）　　　　　　　　９，８３０万６千円

・・・・・平成２９年度決算の主な内容・・・・・

▲道路補修事業（祓川・旭台線） ▲橋梁補修事業（神武大橋）
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○道路新設改良費

　   社会資本整備総合交付金事業（上平・高原駅線　１工区　Ｌ＝３００ｍ）４，１０１万２千円

　　　　　　　　　　　　　　　（上平・高原駅線　２工区　Ｌ＝２４５ｍ）３，８０３万７千円

　　

　　町道改良事業（単独）（神徳院線Ｌ＝１００ｍ）

       　　　　　　　　　　　　　　　　  １９９万８千円

○消防施設費

　   消防防災施設費事業　　　　（防火水槽補修工事　下後川内区１基）　　　　２３９万１千円

　　　　　　　　　　　　　　　（消火栓設置負担金　下麓区２箇所）　　　　　　　１００万円

○学校管理費

　   小学校施設整備事業　　　　（狭野小学校体育館屋根改修工事）　　　　１，５０１万１千円

　　　　　　　　　　　　　　　（高原小学校管理棟屋根改修工事）　　　　　　９４１万２千円

　　中学校施設整備事業　　　　（高原中学校図書室屋根改修工事）　　　　　　７１２万８千円

　　　　　　　　　　　　　　　（後川内中学校生徒用トイレ改修工事）繰越分 　７３７万３千円

○都市公園施設災害復旧費

　   総合運動公園内の災害復旧工事（過年災害）（単独）（Ｌ＝８４ｍ）　　　　２，０００万円

　

◇議案第４４号　高原町水道事業決算について

　   水道事業は営業収益が１億７，４２５万１，４９６円、営業費用が

１億６，７６０万３，３８８円で，６６４万８，１０８円の営業利益、

営業外収益が２，３４２万６４円、営業外費用が１，８２５万４，３４

８円で１，１８１万３，８２４円の経常利益。

　資本的収入の合計が２，５１１万９，９３８円、資本的支出の合計が９，０１７万５，８２４円とな

り、不足する額６，５０５万５，８８６円は、当年度分損益勘定留保資金６，０７０万６，３８２円、

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２９６万８，４６９円、建設改良積立金１３８万１，０

３５円で補てんされます。

　

・・・・・平成２９年度決算の主な内容・・・・・

▲狭野配水池

▲国民健康保険 高原病院

◇議案第４５号　高原町病院事業決算について

　   病院事業は医業収益が７億９０７万３，０４７円、医業費用が９億

３，４５７万３，７４２円で、２億２，５５０万６９５円の医業損失、

医業外収益が２億３，４３４万８，４９４円、医業外費用が４，０７３

万６，４２２円で、経常損失が３，１８８万８，６２３円。

　そして、当年度未処理欠損金１，２１７万３，８７８円は、建設改良積立金で補てんされます。

◎教育委員会の委員の選任 福　丸　幸　治 氏（再任）・・・

神徳院線
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！
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ここが聞きたい　　　問＆答

一   

問

質

般

町
の
考
え
を
問
う

陣　　圭介 議員

○
町
民
に
寄
り
添
い
、
ま
た
、

当
事
者
意
識
を
も
っ
た
職
務
遂

行
を
！

問　
庁
舎
内
で
の
相
互
連
携
に

つ
い
て
、
総
体
的
考
え
方
は
？

答　
職
員
全
員
が
日
頃
か
ら
こ

の
こ
と
を
意
識
し
て
業
務
を
行

う
よ
う
徹
底
し
て
参
り
た
い
。

問　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
つ

い
て
、
現
組
織
体
制
の
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
質
問
の
中
で
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
な
状
況
は
把
握
し
て
い

な
い
し
、
そ
の
よ
う
に
も
感
じ

て
い
な
い
が
、
事
実
そ
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
受
け

止
め
な
が
ら
、
役
場
全
体
の
組

織
再
編
あ
る
い
は
仕
事
の
考
え

方
に
も
進
め
て
参
る
。

○
公
正
な
入
札
業
務
の
更
な
る

推
進
を
！

問　
入
札
業
務
に
つ
き
、
昨
年

９
月
以
降
に
入
札
制
度
検
討
委

員
会
で
検
討
、改
善
し
た
点
は
？

答　
本
年
６
月
28
日
入
札
執
行

か
ら
予
定
価
格
を
事
後
公
表
か

ら
事
前
公
表
へ
と
移
行
し
た
。

○
適
正
な
人
員
配
置
と
公
正
な

職
務
執
行
を
！

問　
農
村
建
設
課
の
現
体
制
に

つ
い
て
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
適
性

は
？

答　
あ
る
程
度
の
負
担
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
適
性
で
は

な
い
か
。
職
員
の
負
担
軽
減
と

し
て
、
担
当
課
と
の
連
携
を
一

層
図
り
な
が
ら
、
外
注
で
き
る

部
分
は
外
注
し
て
い
く
方
法
も

検
討
し
た
い
。

問　
町
道
の
維
持
管
理
等
に
関

す
る
優
先
度
は
、
政
治
家
等
の

働
き
か
け
に
よ
り
左
右
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
解
し
て
い
る

が
。

答　
政
治
家
等
の
働
き
か
け
に

よ
り
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。

○
子
ど
も
た
ち
に
快
適
で
安
全

な
学
習
環
境
を
！

問　
全
て
の
公
立
学
校
の
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
休
み
時

間
中
の
エ
ア
コ
ン
稼
働
に
つ
い

て
、
学
校
と
協
議
い
た
だ
き
た

い
。

答　
県
内
で
は
設
置
さ
れ
た
体

育
館
は
無
い
状
況
で
あ
る
が
、

今
後
必
要
性
や
設
置
に
係
る
費

用
の
積
算
及
び
財
政
状
況
等
も

含
め
て
、
調
査
・
検
討
し
て
参

り
た
い
。
休
み
時
間
中
の
エ
ア

コ
ン
稼
働
に
つ
い
て
は
、
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
い
、

電
源
を
落
と
さ
な
い
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

問　
学
校
敷
地
内
に
お
い
て
、

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
除
草
剤

の
使
用
を
控
え
て
い
た
だ
き
た

い
が
。

答　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確

保
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
に
つ
い
て
は
ネ
オ
ニ

コ
チ
ノ
イ
ド
系
の
除
草
剤
は
使

用
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

○
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
を

早
急
に
！

問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
推

進
す
る
上
で
、
計
画
策
定
及
び

体
制
の
構
築
に
つ
い
て
の
見
解

は
？

答　
県
の
計
画
を
踏
ま
え
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
具
体
的
な

施
策
を
講
じ
て
い
く
た
め
に
、

平
成
31
年
度
に
本
町
の
実
態
調

査
を
実
施
し
、
分
析
を
行
う
。

○
工
業
団
地
の
適
正
な
環
境
管

理
を
！

問　
工
業
団
地
の
環
境
管
理
に

つ
い
て
、県
と
の
協
議
内
容
は
？

答　
調
整
池
の
堆
積
土
の
浚
渫

に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
調

整
池
の
機
能
に
影
響
が
出
る
よ

う
な
状
況
で
は
な
い
の
で
、
引

き
続
き
現
地
を
確
認
し
な
が
ら

検
討
す
る
。
水
門
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
雨
水
の
調
整
機
能
の

た
め
の
施
設
で
あ
る
の
で
、
現

状
の
ま
ま
で
様
子
を
見
た
い
。

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の

執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ

と
、
あ
る
い
は
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
快
適
で
安
全
な
学
習
環
境
を
！

○
公
文
書
管
理
を
適
正
に
！

問　
本
町
の
文
書
取
扱
規
定
に

は
、
公
文
書
管
理
法
が
定
め
る

「
文
書
作
成
に
至
る
経
緯
」
に

関
す
る
規
定
が
な
く
、
町
長
が

各
課
に
改
善
や
報
告
を
求
め
る

よ
う
な
規
定
も
な
い
。
事
務
の

継
続
性
、
情
報
公
開
の
観
点
か

ら
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
性
を

感
じ
る
が
。

答　
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す

る
法
律
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を

踏
ま
え
、
経
緯
を
含
め
た
文
書

作
成
、
改
善
や
報
告
に
関
す
る

規
定
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
見

直
し
を
進
め
て
参
り
た
い
。
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ここが聞きたい　　　問＆答

益本　一博 議員

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
！

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
！

現
在
、
同
意
取
得
の
手
続
き
準

備
中
。同
意
取
得
の
あ
と
、「
要

支
援
者
個
別
支
援
計
画
」
を
作

成
の
予
定
。
支
援
者
に
つ
い
て

は
、
消
防
・
警
察
機
関
、
区
長
、

民
生
・
児
童
委
員
等
を
予
定
。

作
物
の
生
産
が
可
能
。
品
質
・

収
量
の
向
上
が
図
ら
れ
、
農
家

所
得
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

園
芸
振
興
の
た
め
、
本
年
度
よ

り
新
規
の
町
単
独
事
業
を
始
め

た
。
畑
地
か
ん
が
い
と
連
携
し

園
芸
振
興
を
図
る
。

○
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

問
　
学
校
に
お
け
る
男
女
混
合

名
簿
等
男
女
の
性
区
分
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会
の
考
え
方
は
。

答
　
昨
年
か
ら
混
合
名
簿
導
入

の
検
討
を
行
っ
た
が
、
昨
年
の

実
施
は
見
送
っ
た
。
来
年
度
か

ら
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
南
九
州
地
域
は
「
男
尊
女

卑
」
の
風
習
が
根
強
く
残
っ
て

い
る
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
町
の
基
本
的
な

考
え
方
と
具
体
的
な
対
応
を
示

○
災
害
対
策

問
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
作
成
は
既
に
完
了
し
て
い
る

と
思
う
。
「
要
支
援
者
の
同
意

の
取
得
」
及
び
「
要
支
援
者
支

援
個
別
計
画
」
の
策
定
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
　
昨
年
12
月
に
「
高
原
町
避

難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度
実

施
要
綱
」
を
制
定
。
避
難
行
動

要
支
援
者
の
名
簿
を
作
成
し
た
。

し
て
ほ
し
い
。

答
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
は
、
21
世
紀
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
。
歴
史
の
中
で
意
識
の

中
に
形
作
ら
れ
て
き
た
性
別
に

よ
る
役
割
分
担
意
識
や
慣
行
は
、

依
然
、
根
強
く
残
っ
て
い
る
。

町
で
は
「
高
原
町
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」
を
定
め
て
い
る
。

推
進
本
部
に
お
い
て
、
制
度
・

慣
行
の
見
直
し
、
女
性
へ
の
暴

力
根
絶
、
仕
事
と
生
活
の
調
和

の
促
進
な
ど
の
協
議
を
進
め
て

い
る
。
数
年
前
の
「
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
意

識
調
査
」
で
は
、
性
別
役
割
分

担
意
識
の
根
強
い
実
態
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
調
査
結
果
の
周

知
・
啓
蒙
の
た
め
、
「
広
報
た

か
は
る
」
の
調
査
結
果
掲
載
、

講
演
会
、
定
期
新
聞
発
行
、
イ

ベ
ン
ト
で
の
男
女
共
同
参
画
ブ

ー
ス
の
設
置
・
パ
ネ
ル
展
示
な

ど
、
町
民
へ
の
周
知
・
啓
蒙
を

図
っ
て
い
る
。

仕
事

家
事

育
児

介
護

仕
事

家
事

育
児

介
護

○
公
共
施
設
等
の
改
善
計
画

問
　
町
の
公
共
施
設
の
多
く
は

か
な
り
の
年
月
を
経
て
老
朽
化

し
て
お
り
、
早
急
な
対
応
が
必

要
だ
。
将
来
の
計
画
に
つ
い
て

具
体
的
に
示
し
て
ほ
し
い
。

答
　
個
別
施
設
計
画
を
平
成
32

年
度
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
。

先
行
で
き
る
施
設
か
ら
取
り
掛

か
る
予
定
。
計
画
の
財
政
分
析

も
行
っ
た
。

○
畑
か
ん
事
業
の
活
用

問
　
町
で
は
畑
か
ん
事
業
の
成

果
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
計

画
か
。
今
後
の
農
業
の
経
営
形

態
の
あ
る
べ
き
姿
は
？
畑
か
ん

の
水
を
活
用
し
た
畑
作
営
農
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
　
本
町
に
は
露
地
野
菜
や
施

設
園
芸
作
物
、
飼
料
作
物
や
お

茶
な
ど
の
作
物
が
あ
り
、
い
よ

い
よ
畑
か
ん
の
水
を
使
っ
た
営

農
が
展
開
さ
れ
る
。
今
後
は
、

干
ば
つ
の
被
害
を
受
け
ず
、
天

候
に
左
右
さ
れ
な
い
計
画
的
な
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に
戻
し
て
い
る
。
水
道
法
改
定

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答　
本
町
の
水
道
事
業
運
営
で

の
施
設
運
営
権
を
民
間
事
業
者

に
設
定
す
る
考
え
は
な
い
。

○
文
化
条
例
を

問　
昨
年
６
月
、
「
文
化
芸
術

基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
今
、

条
例
を
持
つ
自
治
体
も
増
え
て

い
る
。
町
の
総
合
計
画
で
は
、

文
化
の
振
興
と
し
て
心
の
豊
か

さ
を
育
む
た
め
に
、
す
ぐ
れ
た

文
化
・
芸
能
に
接
す
る
機
会
の

拡
充
に
努
め
る
と
あ
る
。
こ
れ

を
も
っ
と
積
極
的
な
姿
勢
を
示

す
た
め
に
、
実
効
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
に
条
例
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答　
今
後
、
条
例
制
定
や
基
本

計
画
策
定
な
ど
検
討
し
た
い
。

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
負
担
の

無
料
化
を

問　
県
内
で
は
７
つ
の
市
町
が

窓
口
負
担
を
無
料
に
し
て
い
る
。

お
金
が
な
く
て
も
誰
で
も
安
心

し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

○
子
ど
も
の
貧
困
対
策
・
学
習

支
援
を

問　
２
０
１
５
年
に
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
本
町
も
学
習
支
援
事
業

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
平
成
31
年
度
に
実
態
調
査

を
行
い
、
学
習
支
援
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知

を問　
７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害

で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
た
。
昨
年
６
月

議
会
で
私
へ
の
答
弁
で
「
住
民

に
内
容
と
対
応
を
習
得
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

生
き
る
防
災
マ
ッ
プ
と
な
る
よ

う
防
災
講
座
を
開
催
し
，
周
知

徹
底
し
て
い
く
」
と
答
弁
さ
れ

た
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

さ
れ
た
か
。

答　
施
設
に
お
い
て
開
催
し
た
。

今
後
は
総
合
的
な
防
災
講
座
を

実
施
す
る
。

○
町
民
体
育
館
分
館
の
耐
震
化

を問　
分
館
は
町
民
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財

の
指
定
を
受
け
、
耐
震
工
事
に

補
助
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。
町
民
の

安
心
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

急
務
で
は
な
い
か
。

答　
平
成
31
年
に
基
本
計
画
策

定
の
予
算
を
計
上
し
、
早
急
に

耐
震
化
を
図
る
。

○
Ｊ
Ｒ
高
原
駅
に
つ
い
て

問　
ホ
ー
ム
の
雑
草
は
、
こ
れ

が
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合

に
加
盟
し
て
い
る
町
な
の
か
と

疑
問
に
思
う
状
況
で
あ
り
、
適

切
な
維
持
管
理
を
Ｊ
Ｒ
に
要
望

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
Ｊ
Ｒ
九
州
に
強
く
要
望
す

る
。

問　
待
合
室
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ

と
協
議
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
。

答　
待
合
室
設
置
は
観
光
協
会

が
利
用
し
て
い
る
室
内
に
、
壁

を
取
り
付
け
、
間
切
り
し
て
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
に
な

り
、
手
続
き
や
予
算
の
負
担
等

に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
九
州
鹿
児
島

支
社
へ
確
認
し
て
い
る
。

水
道
事
業
の
安
全
性
の
後
退
や
水
道
料
金
の

引
き
上
げ
に
つ
な
が
る
水
道
法
改
定

問　
先
の
通
常
国
会
で
は
水
道

運
営
へ
の
営
利
企
業
参
入
を
促

す
水
道
法
改
定
案
が
、
わ
ず
か

２
日
間
の
委
員
会
審
議
で
衆
院

を
通
過
し
た
。
今
、
参
院
で
の

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る
。

「
改
正
案
」
で
は
、
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
と
言
っ
て
施
設
は

自
治
体
が
所
有
し
た
ま
ま
、
企

業
が
運
営
権
を
得
て
も
う
け
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
し
く
み
で

あ
る
。
欧
米
な
ど
で
は
民
営
化

の
後
、
料
金
高
騰
や
サ
ー
ビ
ス

低
下
が
起
き
、
経
営
の
不
透
明

さ
が
大
問
題
に
な
り
公
営
事
業

ジャズコンサート



議会だより No.65 8

ここが聞きたい　　　問＆答

北迫　　泉 議員

町
の
人
口
と
財
源
を
増
や
そ
う
！

町
の
人
口
と
財
源
を
増
や
そ
う
！

問
　
体
育
館
建
設
の
考
え
は
。

答
　
町
民
体
育
館
・
旧
中
学
校

体
育
館
は
、
体
育
館
の
個
別
施

問
　
町
外
に
居
住
す
る
町
職
員

に
空
室
と
な
っ
て
る
医
師
住
宅

・
教
職
員
住
宅
を
賃
貸
出
来
な

い
か
。

答
　
使
用
期
限
を
設
け
て
、
病

院
ス
タ
ッ
フ
の
使
用
の
ほ
か
、

町
内
へ
の
居
住
の
確
保
や
管
理

上
か
ら
、
町
職
員
へ
の
使
用
も

考
慮
す
る
。

問
　
民
間
の
賃
貸
住
宅
戸
数
を

増
や
す
為
、
民
間
賃
貸
住
宅
の

建
設
を
促
進
す
る
為
の
支
援
は

出
来
な
い
か
。

答
　
人
口
流
出
対
策
に
お
け
る

ひ
と
つ
の
有
効
な
手
段
と
考
え

る
。
先
進
地
の
事
例
を
調
査
、

研
究
し
て
い
く
。

▲空室となっている医師住宅（並木）

老朽化が進んでいる町民体育館（上）と旧中学校体育館（下）

設
計
画
策
定
に
よ
り
、
統
合
を

含
め
、
建
替
の
決
定
を
し
た
い
。

建
替
に
あ
た
っ
て
の
機
能
、
規

模
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
・
町
民
の
声
を
広
く
聞
く
。
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農道整備や学校周辺危険防止対策を補正
　今議会に上程された平成３０年度高原町一般会計補正予算は、歳入歳出それ

ぞれ１億８，７７６万７千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ５８億

２，８３８万３千円と定めるものです。主な

施策として、農道の整備、林産物の生産向上

のための事業が盛り込まれ、また、学校周辺

の危険防止対策としてブロック塀の改修工事

が上程されています。

　　

●補正の主なものは次のとおり

総務費

・定住促進住宅整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・１４１万５千円

・地方創生推進交付金

　高原町観光まちづくり御池魅力向上推進事業・・・・・・・・・５５０万円

国庫補助金及び県補助金等の償還金・・・・・・・・・・１，２８３万９千円

農林水産業費

・県単独土地改良事業山宮地区農道整備・・・・・・・・・・３，６００万円

・農地耕作条件改善事業

　湯之元地区農道舗装整備　・・・・・・・・・・・・・・・２，０００万円

・新燃岳降灰対策事業（特用林産関係）・・・・・・・・・・５５４万４千円

・しいたけ等特用林産物生産基盤強化事業・・・・・・・・・８３８万３千円

土木費

・道路維持補修・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，８００万円

教育費

・小学校施設の維持補修・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５０万円

・後川内小学校のブロック塀改修工事・・・・・・・・・・・・９４万８千円

諸支出金

・土地開発基金からの用地の買戻し経費・・・・・・・・６，７３６万２千円

　一般会計予算決算常任委員会では、審査の結果、委員会の意見として「学校

施設にあるブロック塀等の危険個所については、倒壊防止対策に早急に取組ま

れることを要望する。また、通学路についても緊急点検を実施し、その対策を

講じられたい。」という付帯意見を付けて報告がなされ、その後、本会議にお

いて賛成多数で可決されました。

  

平成３０年度高原町一般会計補正（第４号）

▲学校周辺の危険なブロック塀
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先進地に学ぶ  委 員 会 行 政 調 査

◎調　査　日　平成３０年８月８日

◎調　査　地　鹿児島県鹿屋市役所　（人口１０２，３２７人）

◎調 査 事 項　健康づくり条例制定に向けた行政調査

　　　　　　　鹿屋市健康づくり条例について

　　　　　　　①（条例制定の経緯）

　　　　　　　②（条例制定までの作業経緯「議会の関わり等」）

　　　　　　　③（条例施行後の状況等）

◎調 査 結 果

　①条例制定の経緯

　　・健康は市民にとって活力の源であり、生涯幸福な生活を送っていく上で基本となる共通

　　　の願いである。これまで健康づくり推進のため、「鹿屋市健康づくり計画」を策定し、

　　　健康づくりに関する施策に取り組んできた。しかしながら、高齢化が進行する中、要介

　　　護認定者数や医療費は増加傾向にある。

　　　市民の健康づくりをさらに推進するためには、社会全体で健康づくりに取り組んで行く

　　　ための環境を整備していく必要がある。

　　　ここに健康づくりの基本理念及び施策の推進のための基本事項を明らかにし、一人一人

　　　が健康に関心を持ち、積極的に健康づくりに取り組むとともに、社会全体で共同による

　　　「健康なまちづくり」を推進していくために条例を制定する。

　②条例制定までの作業経緯（議会の関わり等）

　　・平成２７年５月　健康増進課における課長係長会議、（新規事業検討会）

　　　　　　　　　　　政策推進課との調整及び作業部会開催。

　　・　　〃　　７月　第１回健康づくり推進協議会、（有職者意見聴取）

   　・　　〃　　８月　第２回作業部会、検討部会、団体ヒアリング、市民アンケート、

　　・　　〃　１０月　第２回健康づくり推進協議会、（条例案決定）

　　・　　〃　１１月　パブリックコメント（市民意見聴取）

　　・　　〃　１２月　検討部会及び作業部会開催（パブリックコメント結果報告）

　　・平成２８年１月

　　・　　〃　　１月　第３回健康づくり推進協議会（条例案、パブリックコメント結果報告）

　　・　　〃　　２月　議会全員協議会　　　（３月議会初日）条例案提示。

　③条例施行後の状況等

      新規事業

　　〇かのやすくすく子宝サポート事業・・・子育て世代支援センター「愛称：すくすくルー

　　　ム」の設置

　　〇からだにスイッチかのやん朝ごはん事業・・・朝ごはんレシピの開発と普及

　　〇３０代健康きっぷ事業・・・子育て・働き盛り世代の市民に受診機会提供

　　〇地域運動サークル支援事業・・・鹿屋体育大学との共同事業として市民の体力測定を実施

　　〇若もん元気度アップ・ポイント事業・・・健康づくりの教室、各種健康診断等への参加

　　　者にポイントを付与

＊所　　　感・・・鹿屋市の健康づくりの取り組みは、子育て・働き盛り世代の市民に受診機

　　　　　　　　　会を提供するなど早期から健康管理を支援している。又、地域運動サーク

　　　　　　　　　ル促進推進事業として、鹿屋体育大学との共同事業として市民の体力測定

　　　　　　　　　を実施、運動、スポーツの習慣化を目指し、ポイント制を導入するなどし、

　　　　　　　　　市民が気軽に取り組みやすい施策をしていた。

議会活性化対策特別委員会鹿屋市行政調査

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席
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第３号

同　意
第３号

議　案
第42号

議　案
第43号

認　定
第１号

認　定
第２号

認　定
第３号

認　定
第４号

認　定
第５号

認　定
第６号

認　定
第７号

平成２９年度高原町健全化判断比率及び資金不足比率
について

議　案
第39号

高原町過疎地域自立促進計画の変更について

−欠−−−−−−−−

−○●○○○○○○○

−欠○○○○○○○○

−欠○○○○○○○○

−欠○○○○○○○○

−欠○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○●○○○○○○●

−○●○○○●○○○

−○●○○○●○○○

−○○○○○●○○○

−○○○○○●○○○

−○○○○○●○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−欠○○○○○○○○

報
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意

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決
及

び
認
定

可
決
及

び
認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

可
決

議案番号 件　　　　　　名
議決

結果

⑧
陣   

圭
介

③
北
迫   

泉

⑥
反
田
吉
已

④
中
村   
昇

⑤
温
谷
文
雄

①
益
本
一
博

②
松
元
茂
春

⑨
清
水
公
雄

⑦
入
佐
廣
登

⑩
宮
司

教育委員会の委員の任命について

平成３０年度高原町国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

議　案
第41号

議　案
第44号

議　案
第45号

平成３０年度高原町介護保険事業特別会計補正予算
（第２号）

平成２９年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定
について

平成２９年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認
定について

平成２９年度高原町一般会計歳入歳出決算認定につい
て

平成２９年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計
歳入歳出決算認定について

平成２９年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳
出決算認定について

平成３０年度高原町一般会計補正予算（第４号）

議　案
第40号

権利の放棄について

平成２９年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決
算認定について

平成２９年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決
算認定について

平成２９年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算認定について

平成２９年度高原町工業用水道事業決算認定について
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茶飲み場 茶飲み場 

編
集
後
記

　

出
口
地
区
の
茶
飲
み
場
は
、
毎
月
第
２
日
曜
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
日
は
参
加
者
16
名
で
、
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
折
り
鶴
を
折
っ
た
り
、
昔
話
や

世
間
話
な
ど
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
世
話
人
の
民
生
委
員
さ
ん
、
元
町
立
病
院
看

護
師
さ
ん
の
健
康
に
対
す
る
皆
さ
ん
へ
の
心
遣
い

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

生
き
甲
斐
を
持
っ
て
い
る
毎
月
１
回
の
開
催
が
待

ち
遠
し
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

最
後
に
、
ボ
ケ
ま
す
小
唄
（
若
返
り
小
唄
）
を

全
員
で
歌
い
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

上
広
原
地
区
茶
飲
み
場

出
口
地
区
茶
飲
み
場

シリーズ⑥

　

上
広
原
地
区
は
百
歳
体
操
を
毎
週
火
曜
日
、
茶

飲
み
場
（
食
事
会
）
を
月
２
回
（
火
曜
日
）
開
い

て
い
ま
す
。
当
日
は
朝
９
時
か
ら
食
事
の
準
備
を

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
10
時
に
な
る
と
ま
ず
百

歳
体
操
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
日
は
谷
川
さ
ん

宅
に
民
泊
し
て
い
る
中
国
の
女
子
留
学
生
２
人
も

一
緒
に
体
操
。
２
人
は
食
事
の
配
膳
も
手
伝
い
な

が
ら
上
手
な
日
本
語
で
会
話
し
て
い
ま
し
た
。
毎

週
の
体
操
の
効
果
を
伺
う
と
「
草
刈
り
を
し
て
も

何
と
も
な
く
な
っ
た
」
「
気
分
が
ほ
ぐ
れ
る
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
は
切
実
な
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
「
県
道
を
横
断
す
る
と
き
は
、
見
通
し
が
悪

い
た
め
に
、
何
度
も
恐
い
思
い
を
し
た
。
早
く
信

号
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
」
と
。

　

本
当
に
事
故
の
起
こ
る
前
に
、
県
道
に
信
号
機

を
早
く
設
置
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

いつも大勢の参加でにぎわう
料理・茶菓子をつまみ　はずむ会話

◇
私
事
な
が
ら
孫
が
生
ま
れ
、
看

護
師
さ
ん
の
﹁
ま
だ
目
は
見
え
ま

せ
ん
が
耳
は
聞
こ
え
ま
す
よ
﹂
と

の
こ
と
で
、
初
め
に
聞
き
ま
し
た

﹁
地
球
の
空
気
は
お
い
し
い
？
﹂

な
ど
と
話
し
か
け
て
い
た
ら
、
う

る
さ
く
思
っ
た
の
か
顔
を
真
っ
赤

に
し
て
泣
き
出
し
ま
し
た
。
﹁
わ

た
し
、
長
旅
で
疲
れ
て
い
る
の
！
﹂

と
言
い
た
い
の
か
、
泣
く
こ
と
で

し
か
訴
え
ら
れ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
で

す
。
◇
と
こ
ろ
で
、
少
子
化
対
策

と
し
て
、
保
育
料
や
医
療
費
の
助

成
が
す
す
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ

ギ
リ
ス
な
ど
で
は
、
手
厚
い
子
育

て
支
援
で
出
生
率
も
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
子
育
て
支
援
の
中
で
も

多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
少
な

く
し
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　 

︵
中
村
　
昇
︶
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